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一　

不
況
下
に
お
け
る
経
済
支
援
の
充
実

　

二
〇
〇
八
年
九
月
に
起
こ
っ
た
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
経
営

破
た
ん
を
引
き
金
と
し
て
、
世
界
経
済
は
一
気
に
不
況
に
陥
り
ま
し

た
。
当
初
影
響
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
日
本
で
も
影
響
は
大
き

く
、
今
現
在
も
不
況
か
ら
脱
出
し
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
社
会
情
勢

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
大
学
に
お
け
る
経
済
支
援
活
動
の
重
要

性
は
ま
す
ま
す
増
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
経
済
支

援
を
行
う
必
要
が
あ
る
状
況
下
で
、
各
大
学
で
は
様
々
な
検
討
を
行

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
学
は
「
世
界
に
並
び
立
つ
大
学
」

を
目
指
し
、
キ
リ
ス
ト
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
〝M

en�and�
W
om
en�for�O

thers,�w
ith�O

thers

〟「
他
者
の
た
め
に
、
他
者
と

と
も
に
生
き
る
」
と
い
う
教
育
精
神
の
も
と
、
古
く
か
ら
給
付
型
の

奨
学
金
制
度
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
「
平

成
21
年
度
国
際
化
拠
点
整
備
事
業（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）」に
採
択
さ
れ
、

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
、
学
生
一
人
ひ
と

り
が
〝
真
の
国
際
化
と
は
何
か
〟
を
就
学
体
験
を
通
じ
て
学
べ
る
よ

う
尽
力
し
、
更
に
は
二
〇
一
三
年
に
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
募
金
へ
の
ご
寄
付
を
も
と
に

し
て
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

上
智
大
学
に
お
け
る
経
済
支
援
に
つ
い
て

～
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
下
で
の
経
済
支
援
～

増 

田 　

祐 

志

（
上
智
大
学　

学
生
セ
ン
タ
ー
長
・
神
学
部
准
教
授
）

●
拠
点
校
の
取
組
●
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二　

本
学
の
奨
学
金
の
特
徴

（
１
）　

経
済
支
援
を
目
的
と
し
た
制
度

　

本
学
の
奨
学
金
は
、
昨
今
の
世
界
的
な
金
融
危
機
等
の
経
済
的
状

況
に
関
わ
ら
ず
学
業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
経
済

支
援
を
目
的
と
し
た
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
数
多
く
持
つ
の

が
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
不
況
の
影
響
が
ど
の
よ
う

に
現
れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
示

し
ま
す
。

　

本
学
で
は
家
計
支
持
者
の
急
激
な
収
入
の
変
化
に
よ
り
、
学
業
を

継
続
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
た
学
生
に
対
し
て
は
、
定
期

採
用
と
は
別
に
し
て
奨
学
金
の
採
用
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
近
年

の
採
用
人
数
を
み
る
と
図
１
に
あ
る
通
り
で
す
が
、
そ
の
相
談
理
由

は
様
々
で
、
家
計
支
持
者
が
失
職
し
た
り
、
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ

た
り
し
た
場
合
な
ど
の
他
に
、
近
年
特
に
増
え
て
き
た
会
社
都
合
に

よ
る
リ
ス
ト
ラ
や
、
自
営
業
の
廃
業
な
ど
を
事
由
に
し
た
相
談
に
よ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
二
〇
〇
九
年
度
は
年
度
途
中
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
学
生
が
採
用
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
社

会
情
勢
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
内

閣
府
が
景
気
の
山
と
し
て
後
退
局
面
に
転
じ
た
と
認
定
し
た

二
〇
〇
〇
年
一
〇

月
以
降
は
そ
の
件

数
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
経

済
状
況
に
応
じ
て

学
生
の
相
談
件
数

も
変
化
す
る
中
で

本
学
で
は
柔
軟
に

奨
学
金
の
採
用
者

を
選
考
し
て
い
ま

す
。
特
に
授
業
料

を
対
象
と
す
る
奨

学
金
で
は
、
所
得
状
況
に
応
じ
て
一
定
基
準
を
満
た
す
学
生
全
員
と

面
接
を
行
い
詳
細
な
状
況
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
全
員
と
面
接
す

る
に
は
か
な
り
の
労
力
と
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
書
類
か
ら

は
わ
か
ら
な
い
個
々
の
学
生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
よ
り
適

正
な
奨
学
金
の
選
考
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
２
）　

国
際
連
携
・
海
外
留
学
促
進
を
目
的
と
し
た
制
度

　

本
学
で
は
、
国
際
連
携
・
海
外
留
学
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
新

た
に
次
の
よ
う
な
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。

図１　家計急変による奨学金採用人数（年度別）

 
          （人数） 

 
 

図 1 家計急変による奨学金採用人数（年度別） 
 
 
 

表 1 ＜第一種奨学金 2009 年度実績＞ 
採用者数 (a) 採用率 採用率 (a)/全学部生 

136 名 100.0% 1.3% 
 
 
 

表 2 ＜第二種奨学金 2009 年度実績＞ (2009 年 9 月末現在実績) 

 
出願者数 

(a) 

授業料 
全額 

採用者 

授業料 
半額 

採用者 

授業料 
1/3 

採用者 

総採用者

数 (b) 
採用率 
(b)/(a) 

採用率 
(b)/全学部生･

大学院生 
定期

募集 
671 名 2 名 190 名 226 名 418 名 62.3% 3.5% 

家計

急変 
16 名 1 名 12 名 3 名 16 名 － － 

計 687 名 3 名 202 名 229 名 434 名 － － 
 
 

（年） 
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（
ⅰ
）�　

上
智
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
イ
エ
ズ
ス
会
東
ア
ジ
ア
四

大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
奨
励
費

　

�　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
建
学
の
精
神
を
一
に
す
る
イ
エ
ズ
ス
会

ま
た
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
設
立
母
体
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
の
四
大

学
（
上
智
大
学
、
西
江
大
学
［
韓
国
］、
輔
仁
大
学
［
台
湾
］、
ア

テ
ネ
オ
・
デ
・
マ
ニ
ラ
大
学
［
フ
ィ
リ
ピ
ン
］）
の
学
生
が
共
同

で
参
加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
に
関

す
る
事
前
研
修
、
グ
ル
ー
プ
討
議
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
通

じ
、
将
来
、
国
際
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
第
一
回
は
二
〇
〇
八

年
八
月
に
上
智
大
学
で
開
催
、
第
二
回
は
二
〇
〇
九
年
八
月
に
西

江
大
学
（
韓
国
）
で
行
わ
れ
、
参
加
者
八
名
の
往
復
航
空
運
賃
相

当
額
を
奨
励
費
と
し
て
給
付
し
ま
し
た
。

（
ⅱ
）�　

上
智
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
海
外
留
学
奨
励
費

　

�　

交
換
留
学
協
定
校
以
外
の
大
学
へ
留
学
す
る
学
生
に
、
留
学
費

用
の
一
部
と
し
て
奨
励
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
学
生

に
海
外
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
性
に

富
ん
だ
人
材
を
数
多
く
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

�　

給
付
額
は
、
一
年
留
学
の
場
合
は
二
〇
万
円
。
一
学
期
留
学
の

場
合
は
一
〇
万
円
で
す
。

（
ⅲ
）�　

上
智
大
学
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念T

he�Sophia-Y
ale�Joint�

Scholarship�Program

　

�　

上
智
大
学
を
卒
業
後
学
内
選
考
を
経
て
、Y

ale�School�of�
M
anagem

ent

（
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
入
学
し
た
学
生
に

Y
ale

大
学
学
費
の
半
額
を
奨
学
金
と
し
て
給
付
し
ま
す
（
残
り

の
半
額
はY

ale

大
学
が
給
付
）。

　

�　

海
外
留
学
を
促
進
し
、
国
際
連
携
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

三　

本
学
の
奨
学
金
の
全
体
像

　

本
学
の
奨
学
金
制
度
の
全
体
像
を
ま
と
め
る
と
、
学
部
及
び
大
学

院
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
を
対
象
に
、
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
成
績
優
秀
者
や
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
業
の
継

続
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
ま

す
。
在
学
生
に
対
し
て
は
、
第
１
種
、
第
２
種
、
第
３
種
、
そ
の
他

に
大
学
院
研
究
補
助
奨
学
金
等
が
あ
り
、
新
入
生
に
対
し
て
は
、
新

入
生
奨
学
金
の
ほ
か
、
法
科
大
学
院
新
入
生
や
大
学
院
理
工
学
研
究

科
新
入
生
を
対
象
と
す
る
第
3
種
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
九
年
度
に
は
、
二
〇
一
三
年
に
迎
え
る
上
智
大
学
創
立

一
〇
〇
周
年
を
記
念
す
る
募
金
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
特
徴
で
紹
介
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し
た
奨
学
金
の
他
に
も
、
篤
志
家
の
意
向
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
る
第

3
種
奨
学
金
と
し
て
、
上
智
大
学
経
鷲
会
研
究
奨
励
金
、
上
智
大
学

後
援
会
奨
学
金
、
上
智
大
学
レ
モ
ス
研
究
者
養
成
奨
励
金
、
上
智
大

学
伊
藤
鎮
奨
学
金
、
上
智
大
学
住
友
商
事
奨
学
金
、
上
智
大
学
留
学

生
特
別
奨
学
金
、
上
智
大
学
熊
谷
奨
学
金
や
、
そ
の
他
奨
学
金
と
し

て
利
子
補
給
奨
学
金
と
い
っ
た
数
多
く
の
奨
学
金
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

四　

本
学
の
奨
学
金
の
詳
細

　

本
学
の
奨
学
金
の
種
類
お
よ
び
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。（
採
用
率

に
関
す
る
全
学
生
数
は
二
〇
〇
九
年
五
月
一
日
現
在
の
統
計
を
用

い
、
学
部
生
一
〇
五
五
八
名
、
大
学
院
生
一
三
七
一
名
を
基
準
と
し

て
い
ま
す
。）

（
１
）　

上
智
大
学
第
１
種
奨
学
金
（
学
業
奨
励
賞
）

　

学
業
成
績
を
含
め
て
、
極
め
て
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
学
部
学
生
を

対
象
と
し
た
奨
学
金
で
、
経
済
的
困
窮
度
に
は
関
係
な
く
、
各
学
部

長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
学
生
に
対
し
て
給
付
す
る
奨
学
金
で
、
全
学
部

学
科
か
ら
対
象
者
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

給
付
額
は
、
一
律
七
万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
で
す
。

（
２
）　

上
智
大
学
第
２
種
奨
学
金

　

学
業
成
績
が
良
好
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

済
的
理
由
に
よ
っ
て
学
業
の
継
続
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
学
部
学
生
及
び
大
学
院
学
生
を
対
象
と
し
た
奨

学
金
で
、
家
庭
の
経
済
状
況
お
よ
び
成
績
等
を
総
合

的
に
評
価
し
選
考
し
ま
す
。
給
付
額
は
、
授
業
料
相

当
額
、
授
業
料
半
額
相
当
額
、
授
業
料
三
分
の
一
相

当
額
の
い
ず
れ
か
で
す
が
、
家
計
急
変
の
場
合
、
採

用
額
は
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。募
集
対
象
は
、

日
本
人
と
在
留
資
格
が
「
留
学
」
以
外
の
外
国
人
で

す
。

　

ま
た
、
家
計
支
持
者
の
死
亡
、
失
職
等
に
よ
っ
て

家
計
が
急
変
し
た
場
合
、
状
況
に
応
じ
て
、
本
奨
学

金
を
給
付
し
て
い
ま
す
（
表
２
、
家
計
急
変
の
項
参
照
／
二
〇
〇
九

年
九
月
現
在
の
状
況
）。

（
３
）　

上
智
大
学
第
３
種
奨
学
金

　

国
内
外
の
篤
志
家
か
ら
提
供
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
篤
志
家
の
意
向

に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
学
部
学
生
又
は
大
学
院
学
生
を
対
象
と

し
た
奨
学
金
で
、
篤
志
家
か
ら
の
寄
付
金
の
年
度
毎
の
運
用
資
金
か

ら
給
付
し
ま
す
。

表 1　＜第１種奨学金　2009 年度実績＞
採用者数 （a） 採用率 採用率 （a）/ 全学部生

136 名 100.0% 1.3%
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（
４
）　

上
智
大
学
大
学
院
研
究
補
助
奨
学
金

　

大
学
院
に
在
籍
し
て
い
る
正
規
生
（
休
学
者
を
除
く
）
に
対
し
、

研
究
費
の
一
部
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

研
究
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
給
付
額
が
五
万
円
の
奨
学

金
で
す
。

（
５
）�　

上
智
大
学
新
入
生
奨
学
金
、上
智
大
学
大
学
院
新
入
生
奨
学
金

　

本
学
ま
た
は
本
学
大
学
院
を
第
一
志
望
と
し
、
学
部
ま
た
は
大
学

院
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
中
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
入
学
が

困
難
か
つ
本
学
に
入
学
す
る
以
前
の
学
校
の
成
績
、
入
学
試
験
の
成

績
が
優
秀
な
者
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
で
、
家
庭
の
経
済
状
況
お
よ

び
成
績
等
を
総
合
的
に
評
価
し
選
考
し
ま
す
。
給
付
額
は
、
授
業
料

相
当
額
、
授
業
料
半
額
相
当
額
、
授
業
料
三
分
の
一
相
当
額
の
い
ず

れ
か
で
す
。

（
６
）�　

上
智
大
学
第
２
種
奨
学
金（
私
費
外
国
人
留
学
生
授
業
料
減
免
）

　

本
学
ま
た
は
本
学
大
学
院
に
在
籍
し
て
い
る
正
規
生
で
、
日
本
の

在
留
資
格
が
「
留
学
」
の
者
に
対
し
て
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
奨
学
金
で
、
経
済
的
困
窮
度
お
よ
び
成
績
等
を

総
合
的
に
評
価
し
選
考
し
ま
す
。
給
付
額
は
、
授
業
料
相
当
額
、
授

業
料
三
分
の
二
相
当
額
、
授
業
料
半
額
相
当
額
、
授
業
料
三
分
の
一

相
当
額
の
い
ず
れ
か
で
す
。
本
学
で
は
、
従
来
よ
り
留
学
生
の
支
援

を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、高
い
採
用
率
で
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

表 2　＜第２種奨学金　2009 年度実績＞�（2009 年 9月末現在実績）

出願者数 （a）
授業料
全額

採用者

授業料
半額

採用者

授業料
1/3

採用者

総採用者
数 （b）

採用率 
（b）/（a）

採用率
（b）/ 全学部生 ･

大学院生

定期募集 671 名 2 名 190 名 226 名 418 名 62.3% 3.5%

家計急変 16 名 1 名 12 名 3 名 16 名 － －

計 687 名 3 名 202 名 229 名 434 名 － －

表 3　＜第３種奨学金　2009 年度実績＞（2009 年 9月末現在実績）
採用者数 採用率 （b）/ 全学部生 総給付額（千円）

学部 47 名 0.4% 5,721

大学院 41 名 2.9% 7,846

計 88 名 0.7% 13,567

表 4　＜大学院研究補助奨学金　2009 年度実績＞
出願者数 （a） 採用者数 （b） 採用率 （b）/（a） 採用率 （b）/ 全大学院生

991 名 943 名 95.1% 68.7%
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（
７
）�　

上
智
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
高
等
学
校
対
象
特
別

入
試
奨
学
金

　

カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
対
象
特
別
入
試
（
Ａ
Ｏ
方
式
）

で
合
格
し
、
経
済
的
理
由
で
入
学
が
困
難
な
者
で
、

本
学
の
建
学
の
理
念
や
教
育
方
針
を
十
分
に
理
解

し
、
将
来
そ
の
理
念
の
発
信
者
と
し
て
活
躍
し
う
る

人
物
に
対
し
、
学
資
金
を
給
付
し
、
人
材
の
育
成
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て

授
業
料
相
当
額
を
四
年
間
給
付
し
ま
す
。
な
お
、
こ

の
制
度
の
採
用
に
漏
れ
た
場
合
で
も
、
新
入
生
奨
学

金
の
選
考
対
象
と
し
て
再
選
考
さ
れ
ま
す
（
こ
の
場

合
の
新
入
生
奨
学
金
の
仕
組
み
は
（
５
）
と
同
様
に

な
り
ま
す
）。

（
８
）　

上
智
大
学
利
子
補
給
奨
学
金

　

在
学
中
の
学
費
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
学

生
の
知
的
財
産
形
成
の
場
を
維
持
し
、
延
い
て
は
人

材
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本

学
が
提
携
す
る
金
融
機
関
と
の
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
学

生
を
対
象
に
、
在
学
期
間
中
の
利
子
を
補
給
す
る
奨

学
金
で
二
〇
〇
九
年
度
よ
り
開
始
し
ま
す
。

表 5　＜新入生奨学金　2009 年度実績＞

出願者数 （a）
授業料
全額

採用者

授業料
半額

採用者

授業料
1/3

採用者

総採用者数 
（b）

採用率
 （b）/（a）

採用率
（b）/ 全学部生 ･

大学院生

学部 96 名 10 名 15 名 3 名 28 名 29.1% 0.2%

大学院 75 名 1 名 5 名 19 名 25 名 33.3% 1.8％
計 171 名 11 名 20 名 22 名 53 名 30.9% 0.4％

表 6　＜第２種奨学金（私費外国人留学生授業料減免）　2009 年度実績＞
　　 （2009 年 9月末現在実績）

　
出願者数 授業料全額 授業料 2/3 授業料半額 授業料 1/3 採用者計 採用率 

 （a） 採用者数 採用者数 採用者数 採用者数  （b） （b）/（a）

学部 117 名 0 名 0 名 0 名 113 名 113 名 96.6%

大学院  30 名 0 名 1 名 1 名 28 名 30 名 100.0%

計 147 名 0 名 1 名 1 名 141 名 143 名 97.3%

表 7　＜カトリック高等学校対象特別入試奨学金　2009 年度実績（授業料相当額（4 年間））＞
出願者数 （a） 採用者 （b） 採用率（b）/（a）

学部 9 名 1 名 11.1％

（新入生奨学金：カトリック高等学校特別入試の実績のみ）
出願者数 

（a）
授業料全額
採用者数

授業料半額
採用者数

授業料 1/3
採用者数

採用者計
 （b）

採用率 
（b）/（a）

学部 8 名 0 名 2 名 5 名 7 名 87.5％
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五　

奨
学
金
に
対
す
る
学
生
の
認
識

　

実
際
に
給
付
を
受
け
て
い
る
学
生
の
認
識
に
つ
い
て
、
本
学
で
五

年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
学
生
生
活
実
態
調
査
を
も
と
に
し
て
、
最

新
の
調
査
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
ま
と
め
ま
す
。

（
１
）　

応
募
の
有
無
に
つ
い
て

　

奨
学
金
に
応
募
し
た
学
生
は
全
体
で
二
一
・
七
％
で
あ
り
、

二
〇
〇
二
年
度
と
比
較
す
る
と
二
〇
〇
七
年
度
は
三
・
一
％
増
加
し

て
い
ま
す
。
景
気
の
悪
化
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
２
）　

応
募
し
な
か
っ
た
理
由

　

応
募
し
な
か
っ
た
理
由
の
半
分
は
「
奨
学
金
を
受
け
る
必
要
が
な

い
（
五
五
・
九
％
）」
で
し
た
。
奨
学
金
制
度
の
周
知
に
努
め
た
結
果
、

「
奨
学
金
制
度
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
は
年
々
減
少
し
て

お
り
、
二
〇
〇
七
年
度
は
五
・
八
％
に
減
少
し
ま
し
た
。

（
３
）　

奨
学
金
の
主
な
使
途

　

奨
学
金
の
主
な
使
途
は
、「
学
費
（
授
業
料
）（
六
一
・
二
％
）」

と
「
生
活
費
（
食
費
・
住
居
費
等
）（
二
五
・
五
％
）」
で
す
。
過
去

の
調
査
と
比
較
す
る
と
、
年
々
「
生
活
費
（
食
費
・
住
居
費
等
）」

が
減
少
し
「
学
費
（
授
業
料
）（
六
一
・
二
％
）」
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

六　

最
後
に

　

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
に
本
学
に
お
け
る
経
済
支
援
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
冒
頭
で
も
記
し
ま
し
た
よ
う
に
、
本
学
で

は
、
よ
り
詳
細
な
情
報
を
把
握
す
る
た
め
に
、
全
員
を
対
象
に
し
て

表 7 ＜カトリック高等学校対象特別入試奨学金 2009 年度実績（授業料相当額（4 年間））＞ 
 出願者数 

 (a) 
採用者 

 (b) 
採用率 
(b)/(a) 

学部 9 名 1 名 11.1％ 
（新入生奨学金：カトリック高等学校特別入試の実績のみ） 

 出願者数 
 (a) 

授業料全額

採用者数 
授業料半額 
採用者数 

授業料 1/3 
採用者数 

採用者計 
 (b) 

採用率 
(b)/(a) 

学部 8 名 0 名 2 名 5 名 7 名 87.5％ 
 
 
 

表 8 奨学金応募の経年変化 

(単位:%)

1997年度 2002年度 2007年度 2002年度との差

応募した 25.9 18.6 21.7 3.1  

 
 

表 9 応募しなかった理由の経年変化 
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内　　容 1997年度 2002年度 2007年度

奨学金を受ける必要がない 55.4 52.1 55.9
応募資格に合わなかった 3.3 17.8 13.8
手続きが煩雑である - - 11.4
応募時期をのがした 17.9 12.7 6.9
奨学金制度があることを知らなかった 9.8 9.1 5.8
貸与奨学金の返済が大変である 8.8 6.7 5.1
給付額や貸与額が十分ではない 4.9 1.6 1.1
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勉学費(教科書・書籍代） 6.6 5.7 6.8 4.7

その他 3.9 4.3 6.8 1.9

計 100.0 100.0 100.0 100.0  
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面
接
を
行
い
、
自
宅
外
か
ら
通
学
す
る
学
生
や
、
母
子
家
庭
の
学
生

に
対
し
て
一
定
の
優
遇
措
置
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
教
職

員
と
学
生
の
親
密
な
関
係
や
、「
他
者
の
た
め
に
、
他
者
と
と
も
に

生
き
る
」
と
い
う
建
学
の
精
神
を
特
色
と
す
る
本
学
の
校
風
の
一
つ

と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
学
の
特
色
を
如
何
に
打
ち
出
し
て
い

く
か
が
、
逆
風
の
経
営
環
境
で
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
と
な

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
よ
り
充
実
し
た
学
生
生
活
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
、
社
会

情
勢
に
合
わ
せ
た
経
済
支
援
を
引
き
続
き
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。


